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      請願採択の御礼      

当法人が町田市議会に提出した「学童保育クラブの充実を求める請願」が９月１８日の文教社会常任委員

会にて審議の上、採択されました。請願趣旨に賛同し、ご協力をいただいたみなさんに、厚く御礼を申し上

げます。委員会の審議の中で明らかになったことをご報告します。 

審議の中で焦点となったのは、1 小学校区に 1 学童保育クラブの設置が 2009 年度で実現した以降、大

規模クラブの対応をどうするのか、という点です。各議員の質問の概略は以下のとおりです。 

①伊藤議員 100 名を超えるクラブでは子ども達の生活にリスクが発生している。子どもへお金をかけ

ることは未来への投資である。 

②殿村議員 増築・間仕切りでの対応でなく現状は 1 小学校区に２クラブを必要としている。三多摩の

中では 1 小学校区 2 クラブを実現している自治体もある。 

③黒木議員 ７０名を超えると学童保育らしい生活はできなくなる。町田の子どもをどう育てるかに関

して「お金がない」はあてはまらない。 

④山下議員 基本方針の見直しが必要であり、今まで以上に質を重視して検討をしてほしい。 

⑤中山議員 定員を大幅に超過していることで保護者に丌安がある。2010 年度に補助金が打ち切られ

た場合は 71 名以上のクラブはどうするのか。 

議員からの質問に対し、子ども生活部長の答弁は、「町田市の基本方針は 1 小学校区に 1 クラブ」であり、

必要な施設は増築を行い、間仕切りをもうけ 70 名以下にわける 2 クラス制とする。施設を分割・分離し

て「1 小学校区に２クラブを設置する考えはない」とのことでした。 

採決は、三遊亭議員を含め、全員一致で採択されました。今後、子ども達にとってゆとりのある適正規模

の学童保育クラブが実現されていくことを望みます。 

請願の趣旨に賛同してくださった方の署名数は 15,028 筆でした。 

第２６回 理事会の報告 

 ９月７日、第２６回理事会を開催し、指定管理者募集に関する審議を行いましたので、ご報告します。 

８月２１日より 11 学童保育クラブの指定管理者募集が始まりました。当法人が運営する 5 クラブ（なか

よし、わんぱく、大蔵、成瀬、そよかぜ）、新規開設の３クラブ（高ヶ坂けやき、図師、つくし野）、公立ク

ラブから指定管理者制度へ移行する本町田クラブ、現在も指定管理者での運営となっている小山田クラブ、

藤の台ポケット組の合計１1 ヶ所です。 

 理事会では、現在当法人の運営する 5 クラブへの応募および新規開設クラブである高ヶ坂けやき学童保育

クラブ、図師学童保育クラブへの応募を決定しました。



 

 
 

                  各クラブ夏ならではのとりくみをおこなっています。 

あおぞらクラブ 
 毎年恒例になっている『水かけあそび』。今年は８月１日に成瀬センターのグラウ

ンドで行いました。卒会生（OB 保護者が行っている高学年保育の参加者）と保護

者と指導員も加わり、水鉄砲やペットボトル・バケツ・ホース・水風船・ビニール

袋など、水あそび道具を持ち寄って、ダイナミックに水を掛け合いビショビショに

なりながら、楽しみました。水着に着替えている子もそうでない大人もお互いまっ

たく遠慮なしに思いっきり水をかけまくる、この快感？！夏ならではのイベントで

す。だんだんエスカレートしていくと泥だらけになっていくグラウンドに高い所か

らジャンプが始まりドロドロに・・・泥んこ人間も誕生しました。           指導員 勝亦 

 

おおくらクラブ 

 夏といえばプール！８月２２日（金）大蔵クラブでは毎年恒例の『こどもの国プ

ール』でのクラブ外保育です。今年は保護者会から補助をいただき、初めてバスを

チャーターしました。この日は夏なのに非常に涼しく、プールでは寒さにふるえる

子どもたちが続出・・・。それでも、ウォータースライダーや鬼ごっこ、指導員を

追いかけまわし、水のかけ合いとそれぞれに楽しくプールで過ごしました。午後は、

原っぱで鶴川クラブと一緒にお弁当を食べ、その後はアスレチックや滑り台などで

またまた元気に遊び、おやつにソフトクリームを食べて大満足の中、チャーターし

たバスに乗って学童クラブに帰ってきました。                     指導員 上田 

 

金井クラブ 
 8 月 25 日（月）『第 53 回 新しい子どもの歌コンサート（全日本児童音楽協会

主催）』に出演するため、渋谷の東京都児童会館へ出かけました。非常勤の鐵本指導

員作曲の“ピーマンくん”を 2８名で歌いました。ホールの舞台でのリハーサルで

はちょっぴり緊張していた子どもたちですが、本番では「ドキドキするね」と言い

つつも笑顔で元気いっぱいに歌いました。今でも「♪ぼーくは げんきな ピーマ

ンくん」と学童クラブにはかわいい子どもたちの歌声が響きわたっている毎日です。 

 東京都児童会館は、木工作、人体迷路という大型遊具やミニシアター、大型将棋

などがありとても楽しめる空間でした。「町田にもこういう児童館があったらいいね」と子どもたちからも声が上

がっていました。                                   指導員 小野 

 

そよかぜクラブ 

そよかぜクラブの夏ならではの人気の遊びは、『ビー玉あて』です。キャンプに行

くの？と思うほどたくさんのビー玉をリュックにつめて持ってくる子もいます。ビ

ー玉あては、上級生・下級生・男女関係なく勝負ができて、あてたビー玉は自分の

ものにすることができます。たった１個のビー玉から勝負をして、どんどんビー玉

を増やしていく子もいます。きれいなビー玉や通称レア玉と呼ばれる珍しいものが

勝負の場となるこま台にでると、みんな目がキラキラ、真剣にビー玉を狙います。 

自分のものとなったビー玉コレクションを嬉しそうに眺めている姿があちこちで

見られ、ひと夏の収穫になっています。                        指導員 三階 



たけの子クラブ 

毎年８月初めに地域の作業所『ゆめ工房』との交流があり、今年は８月５日に行

いました。『ゆめ工房』では、木工教室や人形劇、南京玉簾といった企画をして下さ

ります。今年も猛暑の中、山道を 20 分位歩いて到着。最初に好きな形の板を選び

ますが、イルカ・くま・犬・猫、いろいろあって悩んでしまいます。熱心にヤスリ

をかけてツルツルにしてから好きな色を塗り、最後に名前を書くと完成です。世界

に１つだけの素敵なキーホルダーに自然と笑顔があふれました。 

指導員 竹村 

鶴川クラブ 

今年の鶴川クラブは、夏休みにみんなでまとまって何か１つやりたいねと考えて、

一人ひとりの家がわかる『みんなの地図』作りに取り組むことになりました。まず

は「自分の住所が言えるかな?」との問いに「ええ～っと？」と子どもたち。そして

鶴川・能ヶ谷・広袴・大蔵・真光寺、意外に広い地域から来ていて模造紙１枚にま

とめるのが大変だということもわかりました。しかし地区別に集まって帰り道を鉛

筆でなぞり、自分の家だと思う場所にシールを貼り始めるとなんだか楽しくなって

きて、「あれっ、お前の家近いな。」など話が弾みました。まだ実際に歩く“寄り道

スポット探検”までいってないのですが、時間をかけながらみんなで完成させていきたいと思っています。 

指導員 青木 

どろん子クラブ 

どろん子開設当時から庭に３匹の亀がいます。ミドリ亀の大きいのが「かめきち」、

小さいのが「きんたろう」で、種類のわからない爪の長いのが「あかっち」です。

毎年夏になるとかめきちが産卵をします。テレビでウミガメの産卵を見た事もある

かと思いますが、同じように後ろ足で穴を掘り、卵を産みます。何時間にも及ぶ産

卵を、邪魔しないように子どもたちと遠くからこっそり観察です。「すごいねー。」

「がんばれー！」などと小さな声で亀に応援です。卵ですがまだ孵
かえ

った事はなく、

かめきちとあかっちの種類が違うからではないか？などと考えています。今年こそ

は卵の孵化
ふ か

を子どもたちと体験できたらなと思います。                 指導員 山本 

 

なかよしクラブ 
毎年なかよしクラブでは、春になるとそれまで穴ボコボコの裏の畑を整地して、

１人１本きゅうりの苗を植えます。その数なんと約１７０本！もしもの時のために

多めに植えます。そして夏、自分の苗からできたきゅうりは全て自分で持ち帰るこ

とが出来ます。３本できるか、１０本できるか・・その子次第？苗次第？毎日、収

穫時のきゅうりが発表され、発表された子はきゅうりを採りに行きます。採ってす

ぐに畑で「食べていい？」と思わず食べたくなる採れたてのきゅうりは生でも、み

そでも塩でもうまい！でも、発表されてから何日も採り忘れると・・ヘチマみたい

な大きなきゅうり＝オバケきゅうりになってしまいます。                指導員 佐藤 

わんぱくクラブ 
 8 月に入ると、校庭はセミの鳴き声でにぎやかになります。木の下の地面にはた

くさんのセミの幼虫が出てきた穴があき、はっぱにはセミの抜け殻がすずなりにつ

いています。こうなると子どもたちは虫捕り網を手に出動開始！目と耳を働かせて

セミの居場所をさがし網で上手につかまえますが、つかまえたセミはまた逃がして

あげるのがわんぱくのルール。こうして暑い夏も木陰でセミとあそんで過ごします。 

 2・3 年生がアブラゼミとミンミンゼミそして、二ン二ンゼミの見分け方や、セ

ミ取りのコツなどを教え、セミを触れなかった 1 年生も夏休み後半にはセミ取りの腕を上げました。 

指導員 木下 



 
 

 

 

日本の伝統文化に触れよう！町躍皷
ま ち や っ こ

 ８月２６日 町田市民ホール 

町田市を盛り上げようという主旨で市内を中心に活動されている『東京 町田 町
まち

躍
やっ

皷
こ

』の和太鼓の演奏を聴

きに、９クラブが集まりました。ドーン！とホールに響きわたる大きな太鼓の音に、９クラブの子どもたちと指

導員合わせて５３３名は一瞬にして和太鼓の世界に引き込まれました。『町
まち

躍
やっ

皷
こ

』のメンバーの中には小学生の子

が 1 人いて「すごいね！」と自分たちより尐し先輩の姿に興味を持ち、感動している子もいました。子どもたち

が知っている「ぶち合わせ太鼓」や迫力のある演目の合間には各クラブ１人ずつ代表の子が舞台に出て、実際に

和太鼓に触れることが出来ました。大きい太鼓、中くらいの太鼓、小さい太鼓と３つの太鼓のパートに分かれ、

かっこいいハッピの衣装を借りて、『町
まち

躍
やっ

皷
こ

』の方々と一緒に「 拓
ひらく

」という曲をみんなの前で堂々と披露すると

いう体験をさせていただきました。                         なかよし第二指導員 

佐藤 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ミステリーツアーへようこそ 

８月２９日 小川小学校 

 毎年夏休みに行っているお化け屋敶ごっこ『ミステリーツアー』ですが、今年はこの楽

しさを地域の方々にも味わってもらいたいという事で「地域開放」をしました。「はたして

何人くるのか？」という思いをよそに開始３０分前から集まり始め、開始時刻の 15：00

には長蛇の列でした。最終的には 200 名を超える子どもたち、地域の方々に集まってい

ただきました。さて、お化け屋敶の内容ですが、各ポイントにあるお札
ふだ

を集めるというも

ので、いくつかの試練をクリアしてお札
ふだ

をゲット。中にはレアもののお札
ふだ

もあるという事

で勇気を振り絞って頑張っていました。途中どうしても怖くて耐えられなくなってしまっ

た子には、お化け達が優しくなる「ミステリー、ミステリー、ミステリー」という呪文も

あり、屋敶のいたるところで「ミステリー×３」の声が響いていました。        どろん子指導 山本                 

 

ちょっと拝見！ 
 

 

 今後の予定  

１０月 ３日（金） １９：３０～ ：調査研究委員会・広報委員会  ことばらんど第１・２・６会議室 

１０月１１日（土） １９：３０～ ：事務局会議  公民館学習室４ 

１０月１７日（金） １９：３０～ ：運営委員会  ことばらんど第６会議室 

～編集後記～ 

いろいろな「夏」がありますね！ （佐藤 なかよし指導員） 

夏休みが終わってホッと一息もつかの間、スポーツの秋、食欲の秋、読書の秋、イベントの嵐！ 北村 なかよし保護者） 

『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。          

http://www.machida-gakudou.com/ 


